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おおぎみおおぎみ

日時：11月1日（村内各小学校運動会）
場所：喜如嘉小学校、大宜味小学校、
　　 塩屋小学校、津波小学校伝統の演技と 卒業生の笑顔が 校舎に感謝を伝える伝統の演技と 卒業生の笑顔が 校舎に感謝を伝える

大宜味小学校　集合写真大宜味小学校　集合写真 塩屋小学校　人文字塩屋小学校　人文字

喜如嘉小学校　くす玉＆獅子舞喜如嘉小学校　くす玉＆獅子舞 津波小学校　集合写真津波小学校　集合写真



　
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
が

色
づ
き
ク
ガ
ニ
ー
に
な

る
師
走
に
な
り
ま
し
た

が
、
村
民
の
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　
こ
の
度
十
一
月
十
日

付
で
教
育
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
百
三
十
三
年

前
の
明
治
十
五
年
に
塩

屋
番
所
内
に
大
宜
味
小

学
校
が
創
立
さ
れ
、以
来
先
達
の
教
育
に
対
す
る
情
熱
は

喜
如
嘉
、塩
屋
、津
波
と
4
小
学
校
の
創
立
に
繋
が
り
、こ
れ

ま
で
多
く
の
人
材
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。明
治
、大
正
、昭

和
、平
成
と
時
代
が
移
ろ
い
、一
〇
〇
年
後
の
現
代
に
生

き
る
我
々
は
人
口
減
少
、少
子
化
の
波
を
押
し
返
す
事
が

出
来
ず
4
小
学
校
の
統
合
と
い
う
選
択
を
し
ま
し
た
。統
合

後
の
新
し
い
大
宜
味
小
学
校
は
来
年
4
月
に
開
校
い
た
し

ま
す
。開
校
に
向
け
て
各
種
作
業
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て

い
る
状
況
で
す
が
最
も
肝
要
な
の
は
新
し
い
学
校
に
対

す
る
子
供
た
ち
の
心
の
持
ち
様
だ
と
思
慮
し
ま
す
。次
代

を
担
う
子
供
た
ち
が
一
日
で
も
早
く
新
し
い
環
境
に
慣

れ
、向
こ
う
一
〇
〇
年
の
新
た
な
伝
統
の
礎
を
築
く
事
が

で
き
る
よ
う
関
係
者
の
み
な
ら
ず
村
民
あ
げ
て
の
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。村
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、微
力
な
が
ら
事
務
局
職
員
と
力

を
合
わ
せ
よ
り
よ
い
教
育
行
政
の
実
現
に
ま
い
進
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
村
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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　11月4日、大宜味村と一般社団法人沖縄県高圧ガス保安協

会との「災害時におけるＬＰガス供給に関する協定」の締結式

が行われました。本協定は村と同協会との間で、地震、風水害

その他の原因による大規模な災害が県内で発生した場合にお

いて、高圧ガス供給を迅速に対応するためのものとなっていま

す。同協会会長兼ＬＰガス部会の渡口彦則部会長は「ＬＰガス

は、東日本大震災での避難所における炊き出しなど、多くの被

災現場で活用されています。今回の協定を締結できたことで、

今後の災害対策等の意見交換で関係を強化し、村民生活の安

定に寄与していきたい。」とあいさつしました。

災害時におけるＬＰガス供給に関する協定

高圧ガス供給とは、災害時における公共施設棟の避難場所や病院等に

ＬＰガスなどの高圧ガスを供給するために必要な器具類などを運搬、

設置・点検して高圧ガスを供給することです。

※

△左から沖縄協同ガス株式会社 常務取締役 島

袋健彦さん、（一社）沖縄県高圧ガス保安協会 

専務理事 喜納政次さん、（一社）沖縄県高圧ガ

ス保安協会 会長 渡口彦則さん、宮城功光村長、

島袋幸俊副村長、神里富松総務課長

　11月17日、大宜味村役場村長室にて大同火災海上保

険株式会社 営業第二部 北部支社長の新城匡博氏によ

って、大宜味村へ車椅子2台の寄贈がありました。車椅

子の寄贈は「救急診療所の車椅子が不足している」とい

う新聞記事がきっかけとなり、平成2年に那覇市救急診

療所へ車椅子を寄贈したことに始まり、25年目になりま

す。今年度の寄贈は、同保険会社の創立記念日である平

成27年9月8日から障がい者週間（12月3日～12月9日）に

かけて、県内14自治体等（3町・10村、1社協）および沖縄

県障がい者スポーツ協会へ合計２６台の車椅子を寄贈し、今回で延べ918台の車椅子を寄贈予定にな

っています。同保険会社 北部支社長の新城さんは「地域の必要性のある方への一助となれればと思っ

ています。」とあいさつしました。
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△島袋幸俊副村長と大同火災海上保険株式会社 
営業第二部 北部支社長の新城匡博さん
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老人婦人合同スポーツ大会老人婦人合同スポーツ大会

　10 月 25 日、大宜味村生物多様性センター設立記念のシンポジウムが村農村環境改善センター

にて開催されました。生物多様性センターは、大宜味村の豊かな自然を活かした未来のために村

と NPO 法人やんばる舎が共同で設立したものです。その記念として今回は落語家であり、生物

多様性リーダーでもある江戸屋猫八さんの動物の鳴きまねを交えた講演や喜如嘉小学校と塩屋小

学校児童達による自然観察体験の成果発表がありました。猫八さんの動物の鳴きまねを使った講

演は、わかりやすく、面白いものとなり、会場からは時折笑い声が聞こえました。

　その後のパネルディスカッションでは、コーディネーターに村生物多様性センター長の市田則

孝氏が務め、パネリストとして沖縄国際大学准教授の上江洲薫さんと喜如嘉出身で浦添市教育委

員会心理相談員の宮城知美さん、ＮＰＯ法人やんばる舎理事長の宮城良治さんで今後の取り組みに

ついて討論が行われました。

　「村民が健康で明るく豊かな村をめざして」をテーマに、第４１回大宜味村老人婦人合同スポーツ大会（主
催：村老人クラブ連合会、村婦人連合会）が10月25日、大宜味小学校グラウンドで開かれました。老人会や婦
人会だけではなく、多くの子ども達も参加し交流を深めました。また、大宜味中学校生徒や名桜大学学生が
ボランティア役員として加わり、大会運営に協力してく
れました。
　今年は婦人会による「ありんくりんリレー」にシー
クヮーサーまーさ飲み（ジュースを飲み干してから走り
出す）とシークヮーサー運び（カゴいっぱいのシー
クヮーサーを頭に載せ落とさないように走る）といった
村の特産品を使った種目が新たに加わり、まーさ飲みに
手こずる選手や走っている途中にシークヮーサーを落
としてしまう選手など、会場は笑い声や声援で盛り上
がっていました。また、「縄ぬい競争」では中学生や大学
生が悪戦苦闘し、老人会・婦人会に大きく差を付けられ
ていました。その他にも参加者が一番心待ちにしている
「恋人さがし」など１８種目が行われました。
　昼食時間には部落毎に仮装して、応援スーブが行わ
れ、プログラムは休みなく続いていました。昼食後の４
代リレーでは玉城深福さん（９９歳）の家族が参加し、ア
ンカーの深福さんは笑顔で５０ｍを走り、両手を上げ
ゴールラインを切りました。その力強い走りに参加者達
はおしみない拍手を送っていました。

△江戸屋猫八さんによる講演　 △自然観察体験成果発表

△シークヮーサーまーさ飲みの様子

△玉城深福さんゴールの瞬間

「みんなで考えよう、生物多様性ってなに？」「みんなで考えよう、生物多様性ってなに？」
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　11月1日、村内の4小学校で最後となる運動会が開催されました。運動会では、児童生徒や保護者のみ
ならず、小学校を卒業された多くの卒業生で賑わい、学び舎への感謝など様々な想いが込められた運動
会となりました。喜如嘉小学校では、児童会の力を合わせた「きじょきじょきじょかっ子リレー」や芭蕉の
糸で作られた獅子による「獅子舞」が行われ、大宜味小学校では全児童による団体演技「一輪車リレー」や
参加者全員による「フォークダンス」、塩屋小学校では「組体操」や青年会による「エイサー」演舞、津波小
学校では「ダンス」や「VSたてわり班」が行われ、各小学校オリジナルのプログラムを実践していました。
また、4校にて長時間にわたり盛り上がりを見せた「同窓生リレー」や「校歌ダンス」では、これまでにない
多くの参加があり、これまでの歴史を物語る素晴らしい運動会となりました。なお、平成27年度での閉校
を迎えるあたり、平成28年1月31日には、大宜味小学校と津波小学校、2月7日には喜如嘉小学校と塩屋
小学校で閉校式典が実施予定されています。

校歌ゆうぎ

大宜味小学校大宜味小学校大宜味小学校大宜味小学校大宜味小学校大宜味小学校大宜味小学校大宜味小学校大宜味小学校大宜味小学校大宜味小学校大宜味小学校大宜味小学校
133年分の歴史をのこそう
燃え上がれ大宜味っ子

津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校津波小学校
キラキラ輝くステキな笑顔 
みんなの心を一つに一致団結
津波小学校105年の歴史を胸に

一輪車演技

エイサー

子どもエイサー

同窓生リレー 校歌ダンス

ダンス ＶＳたてわり班

広報 第249号 4



喜如嘉小学校喜如嘉小学校喜如嘉小学校喜如嘉小学校喜如嘉小学校喜如嘉小学校喜如嘉小学校
輝 け 最 後 の 運 動 会
笑顔100％ 元気100％
楽 し く も り 上 げ よ う
ちばりよ～きじょかっ子

塩屋小学校塩屋小学校塩屋小学校塩屋小学校塩屋小学校塩屋小学校塩屋小学校塩屋小学校塩屋小学校塩屋小学校塩屋小学校塩屋小学校塩屋小学校
最後まで サーンチュ魂輝かせ
成功させるぞ運動会 オー！

きじょきじょきじょかっ子リレー

フォークダンス 縦割り班リレー

とどけ！友情の旗 組体操

青年エイサー綱引き

エイサー

5 広報 第249号
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【お問い合わせ】 大宜味村役場　財務課　TEL 0980-44-3002

【お問い合わせ】 大宜味村産業振興課　農政係　宮城利安　TEL 0980-44-3232

【お問い合わせ】 大宜味村役場　建設環境課　TEL 0980-44-3280

　 年　末：平成27年12月31日（木曜日）まで収集業務を行います。

　 年　始：平成28年 1 月 4 日（月曜日）から収集業務を行います。

○個人搬入の受入について

産業用廃プラスチックの回収作業について産業用廃プラスチックの回収作業について

日　程：平成 28 年 1月 21 日（木曜日）午後１時 00 分～4時 00 分
場　所：JAおきなわ大宜味支店集荷場（根路銘 1461）電話番号：0980-44-3330
備　考：希望者は事前に量を把握するため申込書を提出して下さい。
　　　　JAおきなわ大宜味支店、農業委員会、産業振興課窓口に設置しています。

年末・年始のゴミ収集及び個人搬入について年末・年始のゴミ収集及び個人搬入について

施 設 名

受入ゴミ

受付時間

年　　末

　

定 休 日

年 始

備 考

やんばる美化センター

粗大ゴミ等

午前９時から午後４時まで

平成 27 年 12 月 28 日（月）まで

国頭村環境センター

燃えるゴミ

午前９時から午後４時まで

平成 27 年 12 月 28 日（月）まで

※各施設、上記搬入ゴミ以外については、受入出来ませんのでご理解・御協力

　よろしくお願いします。

平成 27 年 12 月 29 日（火）から

平成 28 年  1  月  3  日（日）まで

〜
平成 27 年 12 月 29 日（火）から

平成 28 年  1  月  3  日（日）まで

〜

平成 28 年  1  月  4  日（月）から 平成 28 年  1  月  4  日（月）から

○ゴミ収集業務について

　大宜味村産業用廃プラスチック適正処理対策協議会では下記要

領においてJAおきなわ大宜味支店集荷場において廃プラスチック

の回収作業を行う予定です。予定処理料金は１Kg65円です。回収を

希望する方は申込書を協議会事務局(村産業振興課)まで提出して下

さい。

☆前述の料金に対して協議会から3分の1の助成を行います。さらに農協と取引

　のある農家については農協からさらに3分の1の助成があります。
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【お問い合わせ】 大宜味村役場　総務課　TEL 0980-44-3001

日　時：12月 20日（日）
時　間：10：00～15：00
場　所：国頭村民ふれあいセンター
料　金：入場無料　（国頭村・大宜味村・東村対象）
内　容：●親子うどん作り体験（エプロン・三角巾をご持参下さい）
　　　  ●親子でクリスマス会（500円以内の自分の子どもにあげるプレゼント）
　　　　 （当日サンタクロースから渡しますので、プレゼントにお子さんの名前を書いてください）
　　　  ●毎日、子育てを頑張っているママ・パパさんたち！お疲れ様です♪
　　　　 国頭村・大宜味村・東村を中心にクリスマス交流会を行います！
　　　　 子育て中の親同士でユンタクしたり、地域での顔見知りが増えたり、子ども同士で交流する
　　　　 場として、皆さんご参加下さい♪

ファミサポ会員の方・そのお友達・ご家族・子育てに興味のある方、など会員以外の方でもお気軽に
お越しください～☆

主催：やんばる町村ファミリーサポートセンター
問合せ・お申込み：0980－43－0232
Blog：http://yuimaruichi.ti-da.net/

12月14日（月）までの事前申込をお願い致
します。（調理に使用する材料の準備があり
ますので、人数の把握のため）
※参加申し込みはお電話でお願いします！

参加申込参加申込

期　日：平成２８年１月４日（月）午後４時～５時

場　所：大宜味中学校

期　日：平成２８年１月５日（火）午後６時～７時３０分

場　所：大宜味村農村環境改善センター

会　費：１，０００円

※当日はバスでの送迎も予定しておりますので、詳しくは各公民館の掲示板をご覧ください。

平成28年成人式平成28年成人式
期　日：平成２８年１月４日（月）午後２時～３時

　　　 （終了後　記念撮影）

場　所：大宜味中学校体育館

成人に達した新しい門出の祝福と将来の幸福を村民

全体で祝いたいと思います。新成人者、御父兄並びに

多くの村民のご参加を宜しくお願いします。

成人に達した新しい門出の祝福と将来の幸福を村民

全体で祝いたいと思います。新成人者、御父兄並びに

成人者激励交歓会成人者激励交歓会

平成28年村民新春の集い平成28年村民新春の集い
平成２８年（2016年）申年の新年を迎え、多くの村民が一同に集い、この一年

間健康で明るく過ごせることを願うとともに、融和と親睦を図り、新しい年

を祝うため「平成２８年村民新春の集い」を開催します。多くの村民の皆様の

ご参加をお待ちしております。

親子ふれあい クリスマスパーティー親子ふれあい クリスマスパーティー

△平成27年 成人式より
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放送大学で学んでみませんか ?放送大学で学んでみませんか ?
放送大学はテレビ等の放送や、インターネットで授業を行う通信制の大学です。働きながら学んで大学
を卒業したい、学びを楽しみたいなど、さまざまな目的で、様々な年代や職業の人達が学んでいます。
大学や大学院の授業科目を1科目から気軽に学べるチャンスです!

★放送大学の教養学部と大学院の特長の一部をご紹介します。
～教養学部のご紹介～
（1）学力試験はありません。
（2）15歳以上ならば誰でも選科履修生・科目履修生として入学でき、約300科目（大学院科目含む）の中から好きな科目を1
　　科目からでも学べます。
（3）18歳以上で大学入学資格をお持ちの方は誰でも全科履修生として入学でき、卒業すると学士（教養）の学位を取得できます。
（4）「放送大学エキスパート」では、「心理学基礎プラン」、「健康福祉指導プラン」、「福祉コーディネータプラン」など全27プ
　　ランを実施。ひとつの分野を体系的に学ぶことができ、認証条件を満たされた方には「認証状」が交付されます。

学生の種類
科目履修生（6ヶ月在学し、希望する科目を履修）
選科履修生（1年間在学し、希望する科目を履修）
全科履修生（4年以上在学し、卒業を目指す）

7,000円
9,000円
24,000円

1科目（2単位）
11,000円 （テキスト代含む）

入 学 料 授 業 料

～大学院のご紹介～
18歳以上ならば誰でも修士選科生・修士科目生として入学でき、約70科目の中から好きな科目を1科目から学べます。

学生の種類
修士科目生（6ヶ月在学し、希望する科目を履修） 14,000円

修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修） 18,000円

1単位11,000円（テキスト代含む）
2単位22,000円、
4単位44,000円の科目があります

入 学 料 授 業 料

★ 只今平成28年度第1学期学生を募集しております。
　 詳しい資料を無料進呈いたしますので、お気軽にお問合わせください。
【出願期間】 第1回：平成27年12月1日～平成28年2月29日（必着）
 　　　　　第2回：平成28年3月1日～3月20日（必着）

資料請求・お問合わせ先
〒903-0129沖縄県西原町字千原1番地
（琉球大学地域国際学習センター棟4・5階）放送大学沖縄学習センター
℡098-895-5952　放送大学ホームページ　http://www.ouj.ac.jp
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大宜味村カレンダー大宜味村カレンダーDecember   January

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 

22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30
31 
  
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10  

12月1日～1月10日

◆二学期終業式（幼・小・中）

官広庁仕事納め 

元日

◆村成人式　官公庁仕事始め
◆区長会　◆村民新春の集い
◆三学期始業式（幼・小・中）

◆新春マラソン大会（塩保）
◆北部地区スポーツ推進委員協議会研修会
◆村駅伝競走大会（喜如嘉）

天皇誕生日
火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

1212月月

※このカレンダーは予定ですので、都合により変更されることがあります。各業務については電話等で確認してください。

1月 January

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

男　1,648人 （－7）
女　1,534人 （－6）
計　3,182人 （－13）

世帯数 1,654世帯数（－6）
出  産　2人　  転  入　5人
死  亡　3人　  転  出　17人

※注（　）内数は対前月比

10月末現在

村の人口村の人口
平成27年 

大宜味村むらづくり大宜味村むらづくり
応援寄附

件数

金額

10月分 累計（1～10月分）

53件

930,000円

1,519件

30,438,000円

県内外より本村にご寄付頂き心より
感謝申し上げます。

（平成26年12月17日）

１歳の誕生日の子供（12月生まれ）

照屋  彩里愛ちゃん（喜如嘉）

さ   り   あ

（タンカー祝い）

世界にたったひとつのスマイル！！

◆わんぱく体験団⑤～13日
◆沖縄県スポーツ推進委員研修会
◆村成人スポーツ大会
◆海外短期留学実行委員会講演会及び調印式

◆区長会　◆大宜味中修学旅行（中２）～４日

◆大宜味小修学旅行～４日　◆校内持久走大会（塩小）

◆辺土名高等学校創立70周年記念式典・祝賀会

期　日：平成28年1月16日（土）～17日（日）
場　所：大宜味小学校グラウンド
お問い合わせ：大宜味村産業まつり実行委員会
　　　　　　　（産業振興課内）
　　　　　　　TEL0980-44-3232

第25回
大宜味村産業まつり
第25回
大宜味村産業まつり
第25回
大宜味村産業まつり

◆生活発表会（幼稚園）

◆「体験の翼」事前学習会＆保護者会

◆生活発表会（塩保）

◆交通安全シークヮーサー作戦



■編集・発行 大宜味村役場企画観光課　〒905-1392 大宜味村字大兼久157番地　☎0980-44-3007　FAX 0980-44-3029

村内村内

全島中学水泳大会1954（昭和29）年1954（昭和29）年

生徒、先生、父母協働で海中プール造り
1950（昭和25）年

村水上大会
の様子

塩屋校にあった海中プール塩屋校にあった海中プール

国頭地区消防団「ター滝で山岳訓練実施 !はい !」国頭地区消防団「ター滝で山岳訓練実施 !はい !」
　10月31日、国
頭地区行政事務組
合消防団と消防職
員約40名がター
滝（字津波）にて山
岳訓練を実施しま
した。ター滝入口
から滝まで各自
ロープを持って

登った後、滝壺の広場で結着（ロープを他の物に結びつける）を
学び、帰りは搬送訓練を行いました。搬送訓練では川の中腹から
要救助者がいたと想定し、実際に担架に人を乗せ、ロープで固定
し、6名1組で交代しながら搬送を行いました。20代の団員から
は「短い距離ではあったが、足場の悪い場所での山岳救助の難し
さを経験できて良かった。今後も現場での訓練に参加していき
たい。」と熱い思いを語ってくれました。慣れない足場の中でし
たが、団員の皆さんは、意欲的に取り組んでいました。

沖縄県広域地震・津波避難訓練沖縄県広域地震・津波避難訓練

　11月5日の「津波防災の日」、沖縄県全域で強い地震が観測
され、緊急地震速報及び沖縄県全域に大津波警報が発表された
として、県下全域を対象とする実践的な避難訓練が行われまし
た。大宜味村では役場に近い高台へ43名が避難し、その他にも
小・中・高等学校等で実施され、地震・津波に対する防災意識の
啓発や防災体制を体験しました。

ツール・ド・おきなわ2015大会ツール・ド・おきなわ2015大会
　11月7日（土）～8日（日）ま
での2日間、「第27回ツール・
ド・おきなわ2015大会」が開
催されました。7日は「沖縄本
島一周サイクリング」と「やん
ばるセンチュリーライド」の
参加選手達が、道の駅おおぎ
みにて休憩をとりました。休
憩所では、大宜味村農山漁村
生活研究会による、村特産品
のシークヮーサーを使った
シークヮーサージュースや
シークヮーサーサーターアン

ダギーなどの他、JAおきなわ名護支店からもシークヮーサーを使った各種飲み物が用意され、シークヮーサージュースは特に人気が
あり、後半は品切れになるほどでした。8日はレース部門（チャンピオンレース、市民レース）が国道58号線大宜味区間を通過し、参加
者集団が国道を横切るスピード感は、迫力のあるものでした。今大会は去年に比べ、サイクリング部門とレース部門で外国人選手の参
加が増えましたが、村生活研究会の協力や沿道からの応援が選手達の走りを後押ししました。

津波避難訓練津波避難訓練津波避難訓練津波避難訓練津波避難訓練津波避難訓練津波避難訓練津波避難訓練津波避難訓練津波避難訓練
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屋
小
学
校
百
周
年
記
念
誌（
平
成
17
年
12
月
・
期
成
会

発
行
）』仲
本
一
夫
氏（
7
期
生
）の
回
想
か
ら
海
中
プ
ー
ル
の
想

い
出
を
拾
っ
て
み
た
。

　
【
校
庭
前
の
海
中
に
石
垣
を
積
み
上
げ
板
材
で
覆
っ
て
、飛
び

込
み
、タ
ー
ン
の
で
き
る
競
泳
用
プ
ー
ル
が
作
ら
れ
ま
し
た
。最

も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
遠
泳
。四
年
生
以
上（
記
憶
が
確
か

で
な
い
が
）の
男
子
が
立
ち
泳
ぎ
で
宮
城
島
を
往
復
、海
上
に「
人

間
の
鎖
」を
描
く
集
団
演
技
は
圧
巻
で
し
た
。中
学
三
年
時
に
出

場
し
た
全
島
中
学
水
泳
大
会
は
首
里
山
川
に
あ
っ
た
当
時
県
内

唯
一
の
淡
水
プ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、参
加
校
は
首
里
、

大
宜
味
、塩
屋
の
三
校
だ
け
。特
に
同
期
の
友
寄
景
徳
君
の
活
躍

は
衝
撃
的
で
、全
国
大
会
に
派
遣
さ
れ（
米
軍
統
治
の
当
時
、全
国

大
会
へ
の
派
遣
は
異
例
）自
由
形
二
百
米
で
全
国
二
位
と
な
り
、

そ
の
後
も
県
内
で
は
敵
な
し
の
活
躍
を
続
け「
伝
説
の
名
選
手
」

と
な
っ
た
の
で
す
。】

▲道の駅おおぎみで休憩をとるサイクリング部門の選手達 ▲大宜味村役場前を通過するレース部門の選手達


